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鏡からみた
古墳時代のはじまりと⼭陰

【本⽇の内容】
はじめに―古墳時代の開始をめぐる議論と鏡―
１．三⾓縁神獣鏡出現前夜の鏡
２．古墳時代における銅鏡流通の諸相
３．鏡からみた古墳時代のはじまりと⼭陰
まとめ

岩本 崇
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はじめに―古墳時代の開始をめぐる議論と鏡―
●古墳時代の開始（１）画期性重視
⼩林⾏雄1955︓
「同笵鏡論」（三⾓縁神獣鏡）
「伝世鏡論」（漢中期の鏡）
近藤義郎1977・1983︓
成⽴期前⽅後円墳の３つの特質
（１）鏡の多量副葬指向
（２）⻑⼤な割⽵形⽊棺
（３）墳丘の前⽅後円墳という

定型化とその巨⼤性
都出⽐呂志1979︓
地域を超えた⾸⻑間の政治的同盟関係の成⽴
→古墳時代開始の社会契機

その証左としての三⾓縁神獣鏡の同笵鏡の分有関係

三⾓縁神獣鏡の同笵鏡の分有関係［⼩林1955］
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三⾓縁神獣鏡と⼤型前⽅後円墳の分布にみる近畿の主導性［新納1989］
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１．古墳時代とその墓制（）

箸墓古墳の⾚⾊⽴体図［桜井市2014］

●箸墓古墳の画期性 全⻑約280m
（弥⽣墓の最⼤60〜80m 纒向型の100m規模を⼤きく刷新）
画期性を重視して三⾓縁神獣鏡と箸墓古墳を⼀体的に評価［辻⽥2007など］

箸墓古墳の画期性［和⽥2019］

4



3

●古墳時代の開始（２）段階的出現論
寺澤 薫1984︓定型化前⽅後円墳に先⽴つ纒向型前⽅後円墳（前⽅部が未発達）
岡村秀典1989・1999、福永伸哉2005・2010

︓画⽂帯神獣鏡分配論 cf.漢鏡４〜６期の⻄⾼東低分布との差異
→三⾓縁神獣鏡に先⾏した鏡の政治利⽤

●何をもって古墳時代ととらえるか●

画⽂帯神獣鏡（奈良・ホケノ⼭古墳）纒向型前⽅後円墳の広がり［寺澤2000］
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漢鏡４〜６期鏡の分布［岡村1999］ 漢鏡７期の分布［岡村1999］

BC1世紀後葉〜AD１世紀初頭

AD1世紀中頃〜後半

AD２世紀前半

AD2世紀後半

AD2世紀末〜３世紀初頭

３世紀前葉
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１．三⾓縁神獣鏡出現期前夜の鏡
●画期としての３世紀第２四半期
三⾓縁神獣鏡の以前と以後（漢／三国）で中国⼤陸における鏡の⽣産様相は変化
⽇本列島において三⾓縁神獣鏡以降が古墳時代であるとみなす点は共通認識
その時期は、三国鏡・三⾓縁神獣鏡の紀年銘から３世紀第２四半期以降
現象⾯としては、⽇本列島における中⼼―周辺関係の形成が達成（近畿の卓越性）
※問題はこの中⼼―周辺関係が３世紀第２四半期を遡るのかどうか
→三⾓縁神獣鏡直前までの鏡の列島への流⼊と列島での流通を解明する必要性

●漢鏡７期鏡（２世紀後半〜３世紀前葉）と古墳時代開始をめぐる既往の議論
①段階分配説 7-1期鏡は⾃由流通、7-2期鏡以降は近畿中部より分配［岡村1999］
②先⾏分配説 7-1・2期鏡が三⾓縁鏡に先⾏して⾯径差に応じて分配［福永2005］
③流⼊後⾏説 7-1・7­2期鏡も三⾓縁神獣鏡と同時に近畿中部より分配［辻⽥2007］
※上記諸説は古墳時代開始を三⾓縁鏡分配以後とする（７期鏡の伝世とその場所は︖）
鏡の流通変化と古墳時代開始をめぐる議論では漢鏡７期鏡の評価が重要
→まずは鏡の実態把握が不可⽋
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後漢後期（２世紀後半）
における銅鏡⽣産の主要系統

画象鏡三段式神仙鏡

画⽂帯環状乳神獣鏡

華⻄系・廣漢群系 華北東部系

江南系 画象鏡
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後漢後期（２世紀末〜３世紀初頭ごろ）
における銅鏡⽣産の主要系統

（蜀郡）成都（蜀郡）成都
長　江長　江

南越

長沙
予章

会稽山陰会稽山陰

丹陽丹陽
呉県呉県荊州荊州

淮南

徐州

南陽南陽
銍県銍県

広漢

犍為

平度

沛県

臨淄臨淄

中山

平城 楽浪

帯方

淮河淮河

銭塘江銭塘江

黄　 河黄　 河

武昌（顎州）武昌（顎州）

建業建業

許昌洛陽洛陽長安

▲
泰山

▲

鵠
鳴
山

華北東部系華北東部系

江南系江南系江南系江南系

0 1000km

漢三国時代の都市（■都　◯郡国県）

画⽂帯同向式神獣鏡 上⽅作系浮彫式獣帯鏡

画⽂対置式神獣鏡 重列式神獣鏡

華北東部系

江南系
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後漢後期（３世紀前葉）における銅鏡⽣産の主要系統

（蜀郡）成都（蜀郡）成都
長　江長　江

南越

長沙
予章

会稽山陰会稽山陰

丹陽丹陽
呉県呉県荊州荊州

淮南

徐州

南陽南陽
銍県銍県

広漢

犍為

平度

沛県

臨淄臨淄

中山

平城 楽浪

帯方

淮河淮河

銭塘江銭塘江

黄　 河黄　 河

武昌（顎州）武昌（顎州）

建業建業

許昌洛陽洛陽長安

▲
泰山

▲

鵠
鳴
山

華北東部系華北東部系

江南系江南系江南系江南系

0 1000km

漢三国時代の都市（■都　◯郡国県）

画⽂帯同向式神獣鏡 斜縁神獣鏡

銘帯対置式神獣鏡

華北東部系

江南系
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１．古墳時代と断⾯図その墓制（）●漢鏡７期鏡 華北東部系鏡群 ２世紀後半〜３世紀初頭ごろ

画⽂帯同向式神獣鏡
（乳なし）

上⽅作系浮彫式獣帯鏡

⾶禽鏡
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１．古墳時代と断⾯図その墓制（）●漢鏡７期鏡 華北東部系鏡群 ２世紀末〜３世紀前葉

画⽂帯同向式神獣鏡 画⽂帯求⼼式神獣鏡

斜縁神獣鏡

七⾔句の銘⽂ 四⾔句の銘⽂吾
作
明
竟
⾃
有
紀

…
…

吾
作
明
竟

幽
涷
三
商

…
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１．古墳時代とその墓制●時期的傾向〔前提〕三⾓縁神獣鏡はすべて古墳時代に帰属
⾶禽鏡 16例中１例（約６%）が弥⽣時代、12例（75%）が古墳前期

（前期中葉以降が6例︓約38%）
上⽅作系浮彫式獣帯鏡

69例中２例（約3%）が弥⽣時代、50例（約72%）が古墳前期
（前期中葉以降が31例︓約45%）

画象鏡 20例中３例（15%）が弥⽣時代、14例（70%）が古墳前期
（前期中葉以降が10例︓50%）

画⽂帯同向式・求⼼式神獣鏡
30例中２例（約7%）が弥⽣時代、18例（60%）が古墳前期

（前期中葉以降が21例︓70%）
斜縁神獣鏡・四獣鏡

54例中０例（0%）が弥⽣時代、33例（61%）が古墳前期
（前期中葉以降が26例︓48%）

漢鏡７期鏡のほとんどは古墳時代に副葬・消費
弥⽣時代の漢鏡７期鏡は破鏡・破砕鏡、完形鏡副葬は古墳時代以降に顕在化
⾯径が⼤きい鏡ほど前期中葉以降に副葬される傾向
→⼊⼿契機が複数次︖、三⾓縁神獣鏡と同時か以降に分配された可能性

漢鏡７期鏡でも古相であるほど前期前半の副葬率が⾼い
→流⼊時期の早さを反映（三⾓縁神獣鏡の確実な先⾏例が僅少すぎる）
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１．古墳時代とその墓制●古墳出⼟鏡にみる⾯径と墳丘規模の相関関係
列島の広域に分布＆⾯径と墳丘規模の階層性
→７期鏡の戦略的搬⼊と⼀元的分配の可能性

墳丘規模（m）
左から、⾶禽鏡、上⽅作系獣帯鏡（四像）、上⽅作系獣帯鏡（六像）、

斜縁神獣鏡・四獣鏡、画象鏡、画⽂帯同向式・求⼼式神獣鏡

ほとんどが古墳からの出⼟かつ
完形鏡副葬
Cf.弥⽣遺跡からは破鏡か
破砕鏡で出⼟

→完形鏡副葬と古墳の⾼い親和性
（本州以東の完形鏡副葬は古墳的）

→弥⽣終末期の列島⼀括搬⼊＆
「伝世」ののち、古墳時代に副葬
されたとみるよりは、古墳時代に
も⼀定数が流⼊し、近畿中央部を
介して分配によって流通したと考
えるのが整合的
←→わずかな弥⽣時代例を積極的
に評価しづらい
（限定的で広域の序列化
はみえない）
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２．古墳時代における銅鏡流通の諸相
●鏡の分布と流通構造の変化
弥⽣時代は本州以東における鏡の分布が希薄（北部九州に偏在）
古墳時代以降に出現する三⾓縁神獣鏡の分布は近畿中央部中⼼
→弥⽣時代／古墳時代で鏡の流通構造に⼤きな転換
古墳時代の鏡は⼤型鏡の多量副葬が
近畿中央部の⼤型前⽅後円墳（社会の上位層）を中⼼に顕在化
例.桜井茶⾅⼭古墳（204m）103⾯以上
椿井⼤塚⼭古墳（175m）36⾯以上

列島規模での鏡の副葬が波及
→王権による分配が流通構造に組み込まれる
◉列島規模の中⼼―周辺関係の形成にともない
社会の上部構造で⼀元的分配による流通が確⽴
近畿中央部の主導性は三⾓縁鏡の量的副葬以降に顕在化（最⼤の画期）

三⾓縁神獣鏡の分布にみる中⼼性
［新納1989］
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１．古墳時代とその墓制●破鏡・超⼩型鏡の⽣成と流通
破鏡と超⼩型鏡（素⽂鏡・重圏⽂鏡・珠⽂鏡など倭鏡・超⼩型鏡でも７cm以下に顕著）
→⾮副葬例〔古墳時代の破鏡（左図下半）〕・⼩規模墳での単数⾯分有副葬（右図）
→被葬者の格差づけるアイテムとして必ずしも機能しない（補完的に利⽤されることはある）
◉地域社会での保有＆緩やかな管理・保有の可能性（地域社会での交換も想定可能か）
◉破鏡・超⼩型鏡と⼩規模墳／⼤型鏡と有⼒⾸⻑墓︓超⼩型鏡は⼤型鏡の代替品の側⾯もあり

破鏡となった古墳時代銅鏡 古墳群における超⼩型鏡の分有副葬
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●鏡の流通にみる⼆重構造モデル
分配による拡散／交換による拡散 後者は弥⽣時代以前にも通有の流通構造
流通形態が⼆重構造化した点が古墳時代の特質 → 財の流通の活性化を促進

破鏡・超⼩型鏡の流通
も⼤・中型鏡の分配を
契機に各地で展開した
可能性（破鏡は完形鏡
の存在が前提）

⼤・中型鏡は上位層に
よる独占
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３．鏡からみた古墳時代のはじまりと⼭陰
●⼭陰における古墳出現過程の議論（近年に限定）
松⼭2000︓①外表施設のない⽅形墳〔漢鏡・弥⽣倭鏡〕→②⼤型⽅墳〔三⾓縁鏡〕
岩本2014︓❶漢鏡の破鏡／❷三⾓縁神獣鏡・完形漢鏡（❶と❷はあくまで様相差）
※四隅終焉以降の展開として、①→②の段階的変化なのか、❶／❷は様相差なのか

三⾓縁神獣鏡・三国鏡（完形鏡副葬のみ、前期前半は単数副葬）漢鏡４〜６期（単数副葬の破鏡・破砕鏡が⼭陰に⼀定数）

漢鏡７期（北近畿で破鏡・破砕鏡が⼀定数、⼭陰は完形鏡）

むしろ保有形態の推移としては
破鏡・三⾓縁鏡（単数⾯副葬）から
漢鏡７期鏡（複数⾯副葬）へ
→❷のなかでの時期差は想定難
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山　　陰（松山）

平底

丸底

壷（S=1/10）

大形甕（S=1/12）

壷棺（S=1/24）

中形甕（S=1/8）

大
木
式

小
谷
１
式

小
谷
２
式

小
谷
３
式

小
谷
４
式

図 2　壷・甕類の丸底化段階

1

3

4

7

8

9

11

13

2

5

6

12

14

1・4・7・8古志本郷ⅥSD07(KⅡ区）
2古志本郷Ⅵ　SD23
3 中野清水 (3)7 区 14 層上面 5号溝
5三田谷Ⅰ（2）SI05
6 古志本郷Ⅵ　SD31
9 中野清水（1）Ⅱ区 3層
11 古志本郷ⅠSD17
12 古志本郷ⅡSD58
13 奥才 13 号墳
14 山地古墳壷棺

図 2　壷・甕類の丸底化段階
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第Ⅱ部　古墳出土土器をめぐって

となる。前段階から続く器種は、

属性の小さな変化を除けば大きな

変化はないが、この段階の終盤に

は丸底化した甕が出現する。また、

山陰系土器圏は丹後地域にまで拡

大される。

　小谷２段階　いくつかの器種で

は、明らかな形態変化がみられる。

器壁がやや厚くなり始めるなど、

すでに退化現象が始まる。丸底化は中形の壷（羽状文壷）まで達成される。二重口縁壷の頸部に

は突帯がつき、以後は突帯のないものは稀である。

　小谷３古段階　特に大形の壺棺を除いて底部の丸底化が達成される。甕形土器の肩部施文の波

状文が、多条のものから一条の箆描になる。鼓形器台の脚部が受部高の半分ほどの低いタイプが

現れる。東伯耆から因幡では開地谷型も出現する。山陰系の小型丸底壷はこの段階までみられる。

出雲平野では古志本郷遺跡で三韓土器やその模倣品が出土している。開地谷型鼓形器台など東伯

耆から因幡にかけての地域で、出雲地域に先行して新たな型式が出現するなど、この段階から山

陰の東西で様相に差がでてくる。

　小谷３新段階　東伯耆～因幡では、山陰系長脚高坏や坏部有段高坏など三好Ⅱ群A・B類高坏

が出雲に先行してあらわれる。出雲では鼓形器台が激減し、形態も規範が失われたものとなる。

直口壷は、この段階にはわずかにみられるのみで終息する。この段階には山陰系土器の規範の喪

失が顕在化する。

　小谷４段階　鼓形器台は出雲の集落遺跡では、わずかに残る程度でほぼ消失するとみられるが、

上野１号墳などで開地谷型の鼓形器台がみられるなど、墳墓では出土する事例がある。伯耆東部

図５　鼓形器台のタイプ

草田 6段階
（図 8-3下古志 SD28）

草田 6段階
（図 8-5 草田 SX03）

小谷 2段階
（図 8-7草田 D4区上層）

・草田 6段階と小谷 2段階の
形態差（S=1/8）

図 5　鼓形器台のタイプ

・脚部高が受部高の
1/2 ほどに低いタイプ

（古志本郷Ⅴ SD28　
S=1/8)

・筒部が省略
されるタイプ
〔開地谷型〕

（美和 34 号墳
第 1主体部　
S=1/8）

図６　出雲の鼓形器台の変遷（S=1:10）
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は、ほとんどない。

透かしを設けるタイプは小谷 2から。

筒
部
幅
の
縮
小
、
そ
れ
に
伴
い
受
部
が
傾
く
。

中
央
が
括
れ
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
形
態
。

中
央
の
括
れ
が
弱
い
寸
胴
な
形
態

規範が失われた形態
のものが多くなる。

1 2

3 4

5 6

7 8 9

10 11 12

13 14

15 16

17 18

1 下古志１次 SK10
2
3 下古志 1次 SD28
4 下古志 SI04
5 草田 SX03
6 草田 CD4 区
7草田 D4区上層
8・9古志本郷ⅠSD16
10・11・12 草田 F3 区
13 古志本郷ⅡSD58
14・17
15 古志本郷ⅤSD41
16 小山 4次 SD03
18 蔵小路西 A区自然河道

⼭陰の古墳出現期前後の⼟器編年［松⼭2018a］

19

●⼭陰の出現期古墳の実態（１）
広域編年Ⅰ期前半︓草⽥６期（布留０式期）

破鏡・弥⽣倭鏡︓⼟井・砂１号、⼩屋⾕３号、⼩⾕
完形漢鏡（破砕鏡副葬が多）︓桂⾒２号、⾯影⼭74号

⿃取・桂⾒２号墳 ⿃取・⾯影⼭74号墳

島根・⼟井砂１号墳島根・⼩屋⾕３号墳破鏡

破鏡

破砕鏡

破砕鏡

完形鏡

銅鏡副葬が
上位層に限定されない
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●⼭陰の出現期古墳の実態（２）
広域編年Ⅰ期後半︓⼩⾕2式期（布留１式期）

完形鏡︓神原神社、森尾、⼤⽥南５号
→三⾓縁神獣鏡・三国鏡の副葬開始 竪⽳式⽯槨採⽤
古墳規模は⼤型化傾向、⾶躍とするほど変化なし
近畿中央部的な要素がⅠ期前半より顕在化

京都・⼤⽥南５号墳

島根・神原神社古墳兵庫・森尾古墳

⻘⿓三年銘

正始元年銘

景初三年銘

銅鏡副葬の上位層
への波及が顕著に

21

１．古墳時代とその墓制（）

⻄⾕３号墓第１主体部
のガラス製品

●⼭陰における古墳出現の画期性と重層性
四隅突出型墳丘墓の築造・稀少財としてのガラス製品重視（銅鏡副葬はない）
→⼤型⽅墳の築造・稀少財としての銅鏡重視 この推移はきわめて画期的な変化
⼀元的な分配という流通構造は四隅突出墓の終焉後に⼭陰では顕在化
→列島規模の中⼼―周辺関係（広域秩序）の形成＝古墳時代の開始と評価

⻄⾕９号墓
⻄⾕３号墓

稀少財としての銅鏡は四隅突出墓の終焉に後出

22
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まとめ
●鏡からみた古墳時代のはじまり
北部九州偏在の分布から列島広域への分布拡⼤へ（≒弥⽣時代→古墳時代の転換）
漢鏡７期鏡が三⾓縁鏡に先⾏して分配された可能性はあるが、安定的時期差ではない
漢鏡７期鏡をめぐる３説の折衷案が妥当（主体は古墳時代における分配）
→⼀元的分配による流通⽅式の成⽴≒三⾓縁神獣鏡の⼊⼿・分配にみる戦略性
漢鏡７期鏡を含む分配の階層性→上位層といってもやや広い階層をターゲット

●⼭陰における古墳時代のはじまり
出雲は四隅突出墓築造までと、それより後の間に画期︓弥⽣時代／古墳時代の転換
⼭陰の最初期古墳のなかには破鏡・超⼩型鏡（交換にもとづく流通⽅式）の副葬例
→古墳出現に王権を媒介とした社会関係＆地域的紐帯を軸とした社会関係が重層
重要なのは、こうした重層性をそなえながらも、墳墓築造と銅鏡副葬を指向した点
→弥⽣時代以来の地域的紐帯（経済的紐帯）＋上位層を軸とした政治的紐帯
⇆墳墓築造と銅鏡副葬を実現させた祭祀イデオロギー（上位層に限定されない）
この諸側⾯の重層化が古墳時代を象徴する社会変化と評価できる

23
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